












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































個所 2３ 2２ 2１ 1７
処理場の平均消費電力
103kWh．y-1.個所~’ ７９１６ 1１２９１ 2００８８ 4５１７０
発電電力量
103kWh．y-1.個所~’ ５４５５ ７３４０ 1１５３８ 1６２８３
電力自給率
％ 70.0 66.3 58.8 37.0
国士舘大学理工学部紀要第３号（2010）1８
熱水
スホルダーーレボイラ
悦水機團竺髪L朕こみ 三ｲ今櫓一季醒糖
浄化槽汚泥 笙袋詰機■
理、ＦＮＰ
Ｖ呈合槽÷濃縮機」2匹－＞既詔水肌Jgl旅詔下水汚泥
農業集落排水汚泥
図１１石１１|県珠洲市浄化センターバイオマスメタン発酵施設の概要
瀬戸谷義信:地球環境の保全に寄与するバイオマス施設の開発一全国初，生ごみと生活排水施設汚泥との混合処理
月刊下水道，VbL29,No.2,pp､17-20.2006,図－２より作成，－部追加
表２１計画処理量（t･。'） ⑤メタン発酵設備
⑥バイオガス貯留・脱硫設備・加温設備・余剰ガス燃
焼バーナー
⑦脱水設備
⑧乾燥設備
曰平均｜日最大
１５．３
１０．５
８．１
７．６
１４
３２．９５１．５
既存のし尿処理施設では，乾燥・焼却方式を採用して
いたため，石油資源として年間約1000kＬの重油を使用
していたが，本施設の使用量実績は補助燃料の灯油が年
間約６０kＬ程度であり，石油資源使用量を大幅に削減
できた。年間排出されるCO2は238ｔと大きく削減でき
る34)。
*）混合厨芥、魚あら、水産加工残置
美谷喜久男：珠洲・バイオマスエネルギー推進プラン、
月刊下水道、Ｖ01.32、No.８，ppl2-16、2009、一部修正
④エネルギー発生量の向上：本施設のエネルギー発生
量は27.2kcal･kg1投入原料と，下水汚泥の単独メ
タン発酵処理に比べて４倍強と大幅に大きくなる
⑤廃棄物削減と循環型社会の形成：バイオマスエネル
ギーを利用して製造する乾燥汚泥は，地域での有機
性肥料として有効利用を計画している。その結果，
廃棄物の削減と循環型社会の形成に寄与することに
なる35)。
下水処理施設の概要（2005年度現在）
計画曰最大汚水量：7200ｍ３．．１
水処理方式：オキシデーションデッチ法
水処理系列数:全体４系列(既設２系列,将来２系列）
汚泥処理方式：重力濃縮→貯留→脱水（遠心脱水）
計画汚泥発牛量：0.848t･ｄ１
バイオマス施設の概要
2005年度のバイオマス施設の稼働時において処理対
象とする原料を表２１に示す。
バイオマス計画のメタン発酵施設は，次のように構成
されており，そのフローを図１１に示す。
①前処理設備（生し尿，浄化槽汚泥，生ごみ）
②汚泥濃縮設備（下水汚泥，浄化槽汚泥，農業集落排
水汚泥）
③可溶化設備（生ごみ）
④混合槽
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５
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６
４
過
ｏ
８
Ｚ
Ｌ
22.5
14.6
11.3
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